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概要 

高等教育機関などが所蔵する多様な非文献資料のリポジトリとして先進的な成果を挙げ

て順調に発展してきた金沢大学資料館ヴァ―チャル・ミュージアムは、いま岐路に立たさ

れている。本報告では、金沢大学資料館におけるヴァ―チャル・ミュージアム構築の歩み

をたどり、その発展の方向性を確認しながら、今後のあり方を考える。 
 

1  はじめに 

金沢大学資料館が進めてきたヴァーチャル・ミ

ュージアム（以下、VM と略す。）の構築は、2009
年度に金沢大学内の競争的資金「キャンパス・イ

ンテリジェント化推進経費」を獲得してスタート

したが、2016 年度に当該資金が廃止されたため、

未完成のまま停滞を余儀なくされている。本報告

では、7 年半に及ぶ金沢大学資料館の VM 構築の

歩みを総括し、その将来性と今後の方向性を考え

る。 

2  金沢大学資料館ヴァーチャル・ミュー

ジアムの始まり 

2.1 金沢大学資料館の概要 
金沢大学資料館は、大学の移転に際して設置さ

れた「資料館検討小委員会」の基本構想を受けて、

1989 年、金沢大学角間北キャンパスに開館した。

目的は移転による貴重資料の散逸を防ぐことで、

将来的には大学博物館への発展が構想されていた。

その後、金沢大学 50 年史編纂室の閉鎖に伴って、

大学史関係の文書資料を収蔵することとなり、大

学博物館と大学文書館の二つの機能を有すること

になった[1][2]。2016 年 4 月 28 日には、文部科学

大臣から「博物館に相当する施設」の指定を受け

た[1][3]。 
資料館の建物は、附属図書館中央図書館に併設

されており、展示室は 1 室で 301 ㎡、収蔵庫は 2
室で合わせて 303 ㎡、その他、準備室・倉庫等 166
㎡である。収蔵点数は、モノ資料が約 45,000 点、

公文書資料が約 11,000 点[4]。入館者数は、2009
年度には 3,561 名であったが、2015 年度には 8,291
名になっている[3]。 

職員は、開館当初から 2009 年度当初まで館長

（併任）1 名と非常勤職員 2 名であったが、その

後、増員がなされ、現在、館長（併任）1 名、非

常勤職員 3 名（内 1 名は学芸員）である。 
2.2 ヴァーチャル・ミュージアム構想 

2009 年 4 月、古畑徹が新館長に就任した。当時

の職員 2 名は手詰まり状態であった資料館の状況

を打開すべく、新館長に次々と提案を出してきた。

同様に状況打破には若干の無理をしても積極策を

講じるべきと考えていた古畑は、それらのいくつ

かを採用し、学内外に働きかけを行った。その一

つに VM 構想があり、同年 6 月、学内の競争的資

金「キャンパス・インテリジェント化推進経費」

に申請し、審査の結果、採択された。 
この時点の VM 構想は、所蔵資料のデータベー

ス機能と仮想展示機能の両面を持つものであった。



VM は通常、後者だけを指すが、金沢大学資料館

の場合は所蔵品の増加に対して人員・予算が少な

く、目録すら作れない現状があり、これに対応し

たいという側面があった。また、研究開発をしな

がら構築するという構想で、そのために 7 年間と

いう長期計画になっていた[2]。 
2.3 背景 

この構想が「キャンパス・インテリジェント化

推進経費｣に採択された背景は三つある。 
第 1 は、この頃には既に学術資源へのオープン

アクセス推進の方向性が明確になってきていたこ

とである。ただ、多くの機関で行われていたのは

学術論文のリポジトリの構築・公開で、の場合も

附属図書館に金沢大学学術情報リポジトリ

(KURA)があった。しかし、非文献の学術資源を公

開するしくみはなく、独自事業・独創性をアピー

ルできた[2]。 
第 2 は、法人化以降の国立大学が社会貢献・情

報発信に熱心になっていたことである。予算の恒

常的な減額と厳しい競争環境において、それは当

然のことであり、その有力なツールとなるという

アピールは有効であった[2]。金沢大学の場合、2012
年に創基 150 年の節目を控えていたことも、この

アピールに有利に働いたと見られる[5]。 
第 3 は、バックとなるべき研究開発が、金沢大

学と北陸先端科学技術大学院大学の間で既に進ん

でいたことである。北陸先端科学技術大学院大学

助教（当時）の堀井洋を中心に、金沢大学の日本

史研究者なども加わった、歴史資料の情報科学を

用いた先端的活用を目指す学術プロジェクト「遍

（あまね）プロジェクト」が、2006 年 12 月から

始まっていた。これは各種外部資金を獲得して発

展し、2009 年 4 月には合同会社 AMANE の設立と

なった[6][7]。ここと手を組んでの共同開発という

アピールはその実現性を印象づけるのに十分なも

のとなったと考えられる[2]。 

3 金沢大学資料館ヴァ―チャル・ミュー

ジアムの公開と発展 

3.1 公開まで 
所蔵の非文献資料をデジタル化し、仮想展示す

る試みはさまざまなところで行われ、名称も VM
だけでなく、デジタル・ミュージアム、デジタル・

アーカイブスなど多様である。ただ、デジタル・

ミュージアムを名乗る場合は、アミューズメント

性が強く、宣伝・紹介が中心で一般向けの傾向に

あり、デジタル・アーカイブスを名乗る場合は、

記録性が強く、調査・研究成果を研究者向けに発

信する傾向がある[2]。 
金沢大学資料館 VM は、後者に軸足を置きつつ

も、前者的傾向を含むというかなり幅広い構想を

持っていた。したがって、単に 1 枚の写真を公開

して解説を付けるだけといった類のモノとは一線

を画し、写真は多様な角度から何枚も撮影し、高

精細で提供できるようにすることとし、説明も学

術的に意味のあるものにしようとした。 
ただ、非文献資料は多様であり、それをどのよ

うな形式で統一的に記述し、蓄積するかが重要な

課題であった。この検討には時間がかかるため、

初年度はまず金沢大学資料館で最も有名な資料で

ある旧制第四高等学校の物理実験機器の撮影・調

査からスタートし、それらを蓄積する間に、その

メタデータの記述形式を議論した。 
その結果、非文献資料の共通メタデータを定義

し、各項目をネットワーク上の文献等の情報記述

を目的に定義された Dublin Core メタデータ（以

下、DC）へ対応させることを試みた。その理由は

以下の３点である。 
A) DC は共通メタデータ形式として広く認知

されており、既に文献資料リポジトリで多く

用いられている。 
B) 独自拡張語彙の定義など、非文献資料情報の

特性を反映した拡張が可能である。 
C) DC に対応した既存の文献資料リポジトリ

システムの改修や将来的な文献資料リポジト

リとの統合が期待できる。 
物理的な特性を有する非文献資料に対してネ

ットワーク上の情報を記述することを想定して定

義された DC を適用するためには、独自拡張語彙

など既存のエレメントの意味を合理的に拡張する

必要があったが、title および description を中心と

して拡張語彙を定義し、特に description について

は、非文献資料に含まれる意味的な情報を注記と

して記述し、分野や性質が異なる資料の情報の差

異を吸収した。また、１つの項目名に対して複数

の記述を許すことで、例えば複数の名称を持つ資

料や、複数の注記が必要な資料に対応するように

した[8][9]。 
こうして形式を固めた非文献リポジトリは、

NetCommons2.3.2.0 ＋ WEKO1.5.0（以下、WEKO）

の環境において構築された。CMS（Contents 
Management System）である NetCommons 上で動



作するリポジトリモジュール WEKO を非文献資

料リポジトリとして利用するために、非文献資料

に対応させたメタデータ項目をデータセットとし

て設定した。さらに、資料情報詳細画面における

資料画像のサムネイル表示機能やエクセルファイ

ルからのデータ一括登録機能などを追加した[9]。 
こうして、2011 年 11 月に金沢大学資料館ヴァ―

チャル・ミュージアム・プロジェクトがインター

ネット上で公開されることとなった。公開時点で

の掲載資料および資料点数は、以下の通りである。 
・石川師範学校写真資料 （164 点） 
・金沢大学医学図書館図面 （67 点） 
・金沢病院設計図（14 点） 
・キノコ・ムラージュ標本（31 点） 
・第四高等学校物理実験機器（188 点） 

である[9]。 
3.2 全学への拡大 

2011 年度「キャンパス・インテリジェント化推

進経費」申請の際、附属図書館からも所蔵する貴

重資料のデータベースを作り、公開しようという

「貴重資料公開データベースの拡充」という申請

が出された。附属図書館には、旧制第四高等学校

旧蔵の教育掛図約 700 点ほかの文献・非文献の貴

重資料が存在していたが[10]、これは KURA では

公開できないため、別途の計画を立てたのである。 
しかし、審査側からは資料館の VM と同様の計

画と判断され、資料館 VM との統合を図るように

という指示と、資料館 VM と一体での予算措置が

なされた。資料館・附属図書館ともに情報部企画

課総務係が予算執行を担当していたため、このよ

うな措置が可能だったのである。そして翌年度か

らは資料館・附属図書館合同で、「金沢大学所蔵貴

重資料のデジタルアーカイブ公開システムの整

備・構築」の名称で申請し、予算措置を受けるこ

ととなった[2]。 
このようになると、金沢大学資料館 VM は資料

館の枠を超え、附属図書館へ、さらにその他の貴

重資料を持つ他の学内施設へと掲載対象を拡大し

ていくことになる。その結果、現在の金沢大学資

料館ヴァ―チャル・ミュージアム・プロジェクト

の web サイト掲載資料は、資料館所蔵分が、 
 ・第四高等学校物理実験機器（269 件） 
 ・医学教示図・掛図（61 件） 
 ・きのこムラージュ標本（31 件） 
 ・石川師範学校写真資料（296 件） 
 ・梅田家資料（682 件） 

 ・三々塾関係資料（16 件） 
 ・金沢病院設計図（14 件） 
 ・人物埴輪（2 件） 
附属図書館所蔵分が、 
 ・第四高等学校教育掛図（262 件） 

・石川師範学校郷土教育アルバム（14 件） 
・金沢城古写真（11 件） 
・成瀬日記（57 件） 
・金沢大学医学図書館図面（67 件） 
・儀式風俗図会（24 件） 
・加賀藩年中行事図会（39 件） 

医学部記念館所蔵分が、 
 ・皮膚病ムラージュ標本（255 件） 
である。ただし、皮膚病ムラージュ標本はその性

格上、一部研究者にしか公開していない[11]。 
こうなると、金沢大学資料館の VM というより

金沢大学の VM という様相が強くなる。そこで一

時期は金沢大学ヴァーチャル・ミュージアムと名

乗る方向を模索したが、金沢大学の貴重資料を公

開する窓口が資料館という形の方が資料館の存在

価値が明確になるという意見もあり、現時点では

名称はそのままとしている。 
ちなみに、金沢大学資料館ヴァーチャル・ミュ

ージアムのトップページは、2015 年にリニューア

ルしたが、予算不足もあり、新 web サイトは未完

成状態のままの公開になっている 1。 
3.3 機関横断型リポジトリへの発展 

非文献資料およびその資料群は、一研究機関に

だけ存在していることは稀で、むしろ複数の研究

機関にまたがって存在する方が一般的である。金

沢大学資料館ヴァ―チャル・ミュージアムは、一

機関の非文献資料リポジトリとしては順調な成長

を遂げてきた。しかし、非文献資料を学術的に利

用する側の立場に立つと、各研究機関に所蔵ざれ

ている資料情報が機関の垣根を超えて共有できる

方が重要である。 
たとえば、金沢大学資料館が所蔵する旧制四高

の物理実験機器は、移転に当たって多くの機器を

石川県に譲渡したために、現在、石川県立自然史

資料館に多数所蔵されている[12]。また、これを旧

制高校旧蔵の物理実験機器というカテゴリーでみ

るならば、全国最大の四高由来物理実験機器には

及ばないにしても、京都大学ほかでもそれなりに

                                                   
1 2016 年 9 月 26 日時点の環境は NetCommons 
2.4.2.1、WEKO 2.2.3 である。 



残存しており[13]、研究者にとってはそれらの情報

が共有できることが望ましい。 
金沢大学資料館のVM構築のために開発したメ

タデータ形式やリポジトリの動作環境は、汎用性

を持っており、これが全国的な標準となって普及

すれば、こうした要望に応えられるはずである。

そこで 2011 年 11 月に生まれたのが、「大学の枠組

みを超えた非文献資料のための機関横断的なリポ

ジトリの構築を目指す」非文献資料リポジトリ協

議会である。翌年これは、学術資源リポジトリ協

議会に発展し、自らの web サイトに分野・機関横

断の公開リポジトリを設置した[2][8][14]。 
さらに 2014 年には、一般社団法人になり、「広

く学術資料を対象にした横断的な情報共有基盤の

構築・整備とそれらに関わる人的なネットワーク

の形成」を目的に、 
(1)組織・分野を横断した学術資料情報の共有の

ためのサービスの提供 
(2)学術資源リポジトリの実現と普及に向けた活

動 
(3)学術情報および関連する専門知識を活用した

社会貢献活動の実施  
(4)その他、当法人の目的を達成するために必要

な事業 
という 4 つの事業を行うこととした[15]。 
現在、学術資源リポジトリ協議会は、科学実験

機器と教育掛図資料の 2 つのリポジトリを運営し

ている。前者では、 
・新潟大学所蔵（20 件） 
・神戸大学所蔵（21 件）  
・東京大学駒場博物館所蔵（22 件）   
・石川県立自然史資料館所蔵（753 件）  
・大阪教育大学附属図書館所蔵（3 件） 

後者では、 
 ・石川県立自然史資料館所蔵（126 件） 
 ・大阪教育大学附属図書館所蔵（61 件） 
 ・奈良教育大学附属図書館「明治教育文庫」（221

件） 
が、公開されている[2][15]。当初計画では、機関

リポジトリがある所とは外部リンクでつなぐ予定

であったが[8]、金沢大学資料館とのリンクはまだ

できていない。 

4 おわりに 

金沢大学資料館ヴァ―チャル・ミュージアムが

当初の構想を超えて成長していったことは、本論

で述べてきたとおりである。ここまで展開できた

のは、学内の競争的資金だけでなく、VM の成果

をもとに科研費などの外部資金を恒常的に獲得し、

それを投入してきたことも大きい。基盤となって

いた学内の競争的資金がなくなった今、VM の運

営は科研費などで賄われているが、それが非正常

な状態であり、これ以上の発展を難しくしている

ことはいうまでもない。とはいえ、資料館の通常

経費に組み込むことは、もともと恒常的予算が少

なかったことから学内競争的資金を取りに行った

という事情からみても、予算的に難しい。 
学内での対応が難しければ、学術資源リポジト

リ協議会の web サイトに移す方法もあるかもしれ

ない。しかし、本来意図が違うものであり、かつ

資源リポジトリ協議会の運営する 2 つのリポジト

リに入らない多くの資料の行き場が問題になる。

やはり機関横断型のリポジトリとの関係はリンク

の方が好ましい。 
ここまでの展開で多くの支援を受けてきた国

立情報学研究所のサーバーに移すことも一つの選

択肢かもしれない。しかし、これも一朝一夕にで

きる訳ではなく、詰めなければいけない問題が

多々ある。 
国立大学運営交付金の削減の影響を受け、運営

資金が厳しくなった金沢大学資料館ヴァ―チャ

ル・ミュージアムではあるが、これまでの成果に

対する学内外の評価もあり、これを廃止するとい

う議論はない。しかし、このままでは中途半端と

しかいいようがなく、今後の発展も見込みにくい。

このような状態を脱するには、大学のトップが、

学内で維持するか、学外のサーバーに移すかの方

針を明確にすることが、まずは必要であろう。 
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